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ここで，放物線 が 軸と共有点を
もつような定数 の値の範囲を求めてみよう．
放物線が 軸と共有点をもつ条件は，

となることである．
よって，　　　　

したがって，求める の値の範囲は，

2次関数のグラフと判別式2次関数のグラフと判別式



　 を定数とするとき， 次不等式
　　　　
がつねに成り立つような の条件を求めよう．
　そのためには， の解がすべての実数となるための
条件を考えればよい．

より

必ず成り立つ2次不等式必ず成り立つ2次不等式



のとき，
がつねに成り立つ

　　　　　　　　　
がつねに成り立つ

　　　　　　　　　

のとき，
がつねに成り立つ

　　　　　　　　　
がつねに成り立つ

　　　　　　　　　

2次不等式のまとめ（２）2次不等式のまとめ（２）2次不等式のまとめ（２）
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